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町
長
 
山
 
内
 
久
三
 
郎
 

町
議

会

の
動

き
 

一
 

童
で
あ
り
ま
す
。
 こ
れ
等
の
見
童
の
保
護
 

者
に
は
一
月
末
ま
で
に
就
学
前
見
童
身
休
 
“
 

検
査
通
知
書
を
届
け
る
予
定
に
な
つ
て

い
 
“
 

ま
す
が
、
若
し
今
月
末
に
な
つ
て
も
通
知
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書
が
屈
か
な
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と
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は
恐
れ
入
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ま
す
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し
て
飛
び
立
っ
勇
筑
も
山
て
来
ょ
ら
と
い
ーと
考
い
た

い
。
斯
く
す
る
こ
と
に
依
っ
て
一
抜く
と
と
に
あ
る
と
の
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念
に
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き
て
い
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綴
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た
昭
和
二
い
。
そ
こ
に
は
新
し
い
自
治
の
胎
動
が
き
ー
め
られ
て
い
る
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
一
之
れ
を反
映
せ
し
む
る
と
共
に
，
常
時
全

の
上
に
生
き
る
私
は
敢
て
競
馬
に
鞭
ら
ち
一
 一
、
看
護
婦
 
準
看
譲
婦
 

ほ
ぎ一万
三
千
町
民
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事
噛
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矯
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懸
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働
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が
町
政
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伸
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を
希
求
し
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巳
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光
を浴
び
て
浮
び
上
っ
た
町
村
合
併
問
題
一ば
『
町
民
』
 
の名
に
於
て
断
乎
排
撃
す
る
】
は反
面
ま
た
町
民
の
監
覗
を
も
受
け
て

い
勇
戴
と
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を
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と
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ず
町
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に
立
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「
何
鵬
准
を
よ
り
強
く
に
た
も
の
と
言
う
 
次
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一
昨
年
十

一
月
．
町
民
注
硯
の
裡
定
例
町
議
会
（
十
二
打
二
十
六
日
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し
ま
し
た
と
こ
ろ
皆
様
の
絶
大
な
る
御
支
一
察
が川
来
る
で
し

よ
う
。
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準
町
併
問
題
が
あ
り
ま
す
。
 

え
な
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す
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の
皆
さ
ん
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非
常
な
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。
 

る
不
便
を
お
か
け
し
て
参
っ
た
の
で
あ
り
一
 又
学
校
増
築
に
つ

い
て
は
，
致
育
委
員
 

ま
す
が
，
こ
れ
が
解
次
策
と
し
て
岩
木
川
一会
に
於
て
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
克
服
し
つ
つ
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縄
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設
の
改
善
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一
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強
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十
九
年
の

こ
え
る
。
上
水
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、
都
市
計
画
等
の
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れ
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不
安
定
の
安
定

ク
か
も
知
町

民
の
監
観
の
中
に
立
た
せ
ら
れ
て
い
る
杜
会
公
共
の
編
融
の

た
め
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に
一
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、
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者
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れ
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る
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が
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護
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般
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の
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の
と
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け
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せ
た
感
じ
も
す
る
が
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の
行
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手
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会
議
負
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君
の
理
解
あ
る
協
力
が
大
き
】
る
も
ので
あ
る
。
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れ
わ
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は
議
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し
や
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駕
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け
る
ク
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気
に
乏
一を
募
集
致
し
て
居
り
ま
す
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あ
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川
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政
府
は
、
昭
和
二
十
九
年
慶
に
お
い
て

超
緊
縮
予
算
を
樹
て
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
 

そ
の
余
波
を
受
け
、
 あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い

て
相
当
の
財
政
的
圧
迫
を
受
け
る
こ
と
で

あ
り
ま
し
よ
ら
が
、
地
方
自
治
確
立
の
た

め
ま
た
町
民
全
体
の
稲
利
増
進
を
図
る
た

め
の
税
の
点
に
於
て
、
倍
旧
の
御
協
力
を

お
願
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
9
 

そ
の
他
種
4
改
善
す
べ
き
事
は
あ
り
ま

す
が
、
各
位
の
御
支
援
の
も
と
に
、
町
政

運
営
の
た
め
，
遺
憾
の
な
い
よ
ら
努
力
致

す
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

新
春
を
迎
え
る
に
当
り
，

町
政
運
営
の

た
め
の
諸
点
を
申
述
べ
，
年
頭
の
辞
と

い

た
し
ま
す
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